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中部標準化懇話会 勉強会部会 議事録 

開 催 日  ２０２４年１１月５日（火） 1３：30～1６：３0 

開催場所  日本規格協会 名古屋支部 セミナールーム 

テーマ及

び 講 師 

 ばらつきと工程能力 

講師：花崎 雅彦 氏 

参 加 者  ５名  

作 成 者  勉強会部会／リーダー 蛭川 充 記 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ  13：30～16:30 １．データのまとめ方 

２．工程能力 

３．正規分布 

報 告 記  8月に引き続き 2回目の勉強会を開催しました。 

 

今回の受講生は 5名 は JIS品質管理責任者セミナーの試験対策や受講後の復習の目的で参

加されました。 

 

１．データのまとめ方では、平均、範囲、分散、標準偏差の基本統計量を学びました。 

  データは、10秒をカウントするゲームで ストップウォッチを使い、10秒間の測定を 

  10回行い、そのデータで基本統計量を算出し、受講生それぞれのデータから算出した 

  結果を比較し、結果の差からどのような考察が出来るかを学びました。 

 

２．工程能力 

 １０秒カウントのデータを 30個に増やして、基本統計量を算出。 

 算出は PCを使って計算する方法を学びました。 

 またその結果を元にヒストグラムを作成しました。ヒストグラムは PCでもできますが、 

 仕組みを理解するために手で計算・作図し、そこから規格に対する合格・不合格が 

 見やすくなることや、工程能力を算出し、数値の意味や判定の仕方を学びました。 

 

３．正規分布 

  ２のヒストグラムの形状と正規分布の図形を比較しながら、受講者のデータから 

  正規分布を図形にしてデータや解析結果からどのような正規分布になるかを学びました。 

  データだけを見ていてもわからないことが、基本統計量やヒストグラムを通してデータを 
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 読み取って、その後の対応方法の検討に役立てる方法など、実際の業務に役立てる 

 方法を学びました。 

 

  

 JIS品質管理責任者セミナーの受講生には、データの計算方法を学ぶことはもとより 

 実際の業務にどう生かすかまで理解して頂く学びの場になったかと思います。 

 少人数ということで受講生の進捗に合わせて分かり易く研修を進めることが出来ました。 

 受講生の理解度も上がったのではないかと感じます。 

 また、PCを使用しエクセルを有効活用することによりより簡単に計算ができることを 

 感じる機会になったと思います。 

 

 

 以上 

 

 


